
ソ連ヤクｰトの天然ガス

岸本文男

ヤク]トす荏わちソビエｰト社会主義共和国連邦ロ

シア･ソビエｰト社会主義共和国ヤクｰト自治ソビエｰ

ト社会主義共和国における天然ガスの探査は東シベリ

ア卓状地の一部に当る同国西部で行なわれており広大

たコノレィマｰ卓状地など多くの有望地をもっている同国

東部はまだほとんど探査されていない.ヤクｰトで最

初に天然ガス田が発見されたのは1956年のことでそれ

が今日のウスチ=ビリュｰイ天然ガス田である.さら

にその後レｰナ=ビリュｰイ油田･ガス田生成区の存

在が確認されたことによってソ連全体の天然ガス埋蔵

量の中でヤクｰトが占める割合は無視でき祖く放ってき

た.すなわち1965年1月1日現在の天然ガス鉱量

A+B+C1でソ連全体の3,219,681x106mヨに対しヤ

クｰトが26,080×!06m3(O.81%)1966年1月1日現

在のA+B+C1+C｡でソ連全体の6,679,300×106m3

に対して80,800×106mヨ(1.21%)同目現在のD｡十D｡

で60,000,000×106m3に対し12,800,000×106m3(21.

33%)となっている.因みに1968年1月!日現在で

いえばヤクｰトの40を越える既知産ガス可能構造のう

ち6つの確認ずみ天然ガス田･コンデンセｰトガス田

の鉱量A+B+C1が270,000×106m3に達している.

天然ガス田帯の地質の詳細については省略するが同

帝はビリュｰイ陸向斜と前ベノレホヤｰンスキｰ前陸盆地

の接合部に当りハプチャガｰイ大ドｰムとキトチヤｰ

ン=ブロラｰフ前縁福曲帯を伴在っている(第2図).

地表調査や試錐の結果によると同帝は新第三系･第四

系におおわれたペノレム系三畳系ジュラ系白亜系か

らなる(第1表).

地球物理探査や構造試錐によって中生代構造平面の特

徴は十分に把握されており最大の構造単位となってい

るのがハプチャガｰイ大ドｰムである(第3図).この

ドｰムはビリュｰイ河の現在の流れに沿ってほぼ東西に

伸びその規模は200×70kmに達している1この大

ドｰムの幅の広い平坦な頂面にはその長軸方向に点々

と断続した短軸背斜榴曲体カミみられる.この短軸背斜

体は西から東に中ビリュｰイ(スレドネ=ビリュｰイ

スク)短軸背斜ドロｰン短軸背斜マスタｰフ短軸背

斜ネドジェリ短軸背斜バグラン短軸背斜下ビリュ

ｰイ短軸背斜と配列し携下深度100-120mの浅い鞍

状凹部でそれぞれ隔てられている.ハプチャガｰイ大

ドｰムの横断面は非対称性で南翼部は比較的急傾斜

(3-4｡)北翼部は緩傾斜(1-2｡)を示す.地

震探査によってジュラ系および三畳系中の反射層から明

らかになったブィラカン短軸背斜がノ･プチャガｰイ大ド

ｰムの西側に隣接する.この短軸背斜は南北性を呈し

そのクロｰジャｰは16×8.5たm高さは100mを越え

ている.

＼!
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キトチヤｰン=ブロラｰフ前縁榴曲帯は前ベノレホヤｰ

ンスキｰ前陸盆地の地向斜翼部を複雑なものにし中心

部では地表にペルム系と三畳系が露出するまでになって

いる.この前縁榴曲帯の総延長は170たmを越えリ

ｰンデ盆地とルングハ盆地に対する高さは5-7kmに達

している.キトチヤｰン=ブロラｰフ前縁榴曲帯の場

合の特徴となっているのはそれ自体を複雑なものにし

た局地的榴出作用の多様さである一すたわち前述の

卓状地の境界近くでは複雑な構成の帯状に伸びた背斜

が発達し個々の背斜の延長は60-70良皿に達している.

そして各背斜は多数の多様な成因による曳裂構造のた

めに複雑な形を呈する.さらにキトチヤｰン=ブロラ

ｰフ前縁榴曲帯の縁辺部では福凸状況が変って短軸背

斜(ドｰム)カ溌達し形態･規模とも典型的な卓状構造

に酷似するものとなっている.これらの短軸背斜(ド

ｰム)'のうちソホ=ハヤｰウスチ=ビリュｰイ(両者

とも天然ガス田を形成)サンガｰルエクセニャｰフ

西バラムィカｰン(または西ハラマカｰン)東バラム

第1図ヤクｰト天然ガス田群位置図

ガス田:

1一ソボニハヤｰ2一ウスチ=ビリュｰイ

3一バグラン4一ネドジェリ5一マスタｰフ

6一中ビリュｰイ(スレドネ=ビリュｰイスク)�
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第2図ビリュｰイ陸向斜および1同前ベルホヤｰンスキｰ前陸盆地

接合部における天然ガス田と同有望地分布図(1970年)

凡例:

1一開発中の天然ガス田2一探査･開発準備中の天然ガス田

3一保存する天然ガス田4一探査計画外の天然ガス賦存地

5一地震探査結果にもとづく深部試錐準備中の天然ガス賦存地

6一地震探査結果にもとづく深部試錐がまだ準備されていないドｰム

構造地7一東シベリア卓状地の境界線8一策1オｰダ地質構

･造単位の境界線9一策2･第3オｰダ地質構造単位の境界線

I一スンタｰル･

皿一ナマナｰ･

ヤガｰイ･

皿一チャクイｰ･

ヤｰン=ブロラｰフ前縁榴曲帯

前縁榴山帯

構造試錐:

A一バフィナｰイB一ナｰムツィC一下アルグｰン(ニジュ

ネ=アルグｰン)D一ヤクｰツクE一ベス=キュｰエリ

F一ビリュｰイスクG一ケンペンジャｰイH一スンタｰル

天然ガス出･天然ガス賦存地:

1一夕ｰルイン2一バフィナｰイ3一キトチャ】

ン4一サンガｰル5一エクセニャ』フ6｣西

バラムィカｰ:■7一下チェチュｰマ(ニジュネ=チェ

チュｰマ)8一東バラムィカｰン9一ツクラｰン

10一画ダラｰドィガ11一ハライウィｰ=エリゲキヤｰ

ン12一ポｰチョン13一ノ･トイガｰイ14一バヤ

ガｰ15一イバｰノフスコエ16一クイルィムラ

17一中チュｰンク(スレドネ=チュｰンク)18一南サ

グイクｰイ19一ウ､ステ=マルノ･一20一ビリャｰフ

21一トングオ22一夕ルイン23一中トングオチャン

(スレドネ=トングオチャン)24一クスタｰフ

25一エリギャン26一タパスィンツコエ27一ベルフ

ネビリュｰイスク28一ブィラカン29一ノ､イラフ

30一南ネザジェリ31一中ビリュｰイ(スレドネニヒリ

ュｰイスク)天然ガス田32一マスタｰフ天然ガス田

33一ネドジェリ天然ガス田34一バグラン天然ガス田

35一下ビリュｰイ(ニシュネニヒリュ｣イ)36一ソボ

ニ･ハヤｰ天然ガス田37一ウスチ=ビリュｰイ天然ガス閏

38一ルングノ･39一ベルケインスコエ40一オロｰイ

41一チャクイ』(ケンケメ)

第2･第3オｰダの地質構造:

ドｰム1I一ベルフネ=シンスコエ･ドｰム

ドｰムW一ケ:ノベンジャｰイ盆地V一八プチ

ドｰムw一リｰンデ盆地w一ル:ノグハ盆地

ドｰム1X一ヤクｰツク･ドｰムX一キトチ

x一ケレ盆地刈一ツクラｰン

X皿一エンドユリュンク前縁榴曲帯

第1表レｰナ=ビリュｰイ油田･ガス田生成区の層序(Yu.D.ゴルジェｰ二:■とD.P.シｰドレンコによる)

岩石

組

1層厚(･)

新第三系

白亜系

ジュラ系

二畳系

ペルム系

石炭系

デボン系

シルル系

オルドビス系

カンブリア系

リｰフェイ系

始生=原生界

上部統

下部統

上部統

中部統

上･中部統

下部統

上部統

中部統

下部統

上部統

中部統

下部統

砂粘土礫細礫褐炭

シルト岩･粘土･爽褐炭礫岩闘層を伴った砂･砂岩

シルト岩･泥岩･石炭閥層を多く伴った砂･砂岩

砂岩･シルト岩･泥岩･炭層の互層

上部はシルトに富む泥岩下部はシルト岩･泥治と互層した砂培礫岩間層を爽む

少数のシルト岩･礫岩･ポリミクト礫岩間層を爽有する砂岩

上部が泥岩･シルト岩下部が砂岩･シルト岩･泥岩の互層

シルト砦と泥岩を伴った砂岩石炭層

石灰岩苦灰岩泥灰岩硬石膏薄層を伴った粘板岩凝灰岩層灰岩

赤色砂岩泥岩苦灰岩石灰岩凝灰岩･層灰岩･石炭･硬石膏の薄層も賦存する

泥灰岩･石膏･砂岩･泥岩間層を爽在する苦灰岩と石灰岩

泥灰岩間層を随伴した雑色石灰岩･苦灰岩

北部は砂岩･泥灰岩･燐灰土間層を爽在する炭酸塩地が南部は炭酸塩措をか匁ゆ多く伴った砕雁堵がそれぞれ卓

越する

砕屑物を混有する苦灰岩および石灰岩

北部は陸源岩を随伴する石灰岩･苦灰岩南部は雑色砂岩･泥｣大岩･布灰岩･粘土･石膏

陸源岩間層をかなり伴った石灰岩･苦灰岩北部では下部が炭質頁岩･濯青質布灰措

硯石膏･岩塩･石膏･粘板岩をかなり伴った泥灰岩苦灰岩石灰岩

陸源岩および炭酸塩岩

結晶片岩類花開岩類片麻砦類
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第3図

ノ'プチャガｰイ大ドｰム構造凶

背斜榴歯

I一中ビリュｰイ(スレドネ･ビリュ

ｰイスク)

皿一ドロｰン

皿一マスタｰフ

IV一ネドジェリ(ニエジェリ)

V一バグラン

W一下ビリュ』イ�
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策2表ビリュｰイ陸向斜および前ベルホヤｰンスキｰ前陸盆地天然ガス閏産天然ガスの化学組成

��試����������

��料�試料採取深度�����ガス組成(容積%)����

層序�天然ガス出�採������C4H12����

��取�(m)�CH4�C2H伍�C8H纈�C生Hlo�十高級炭�N2+���

���������稀ガス�C02�02�H2

■1'11�L一''■■■1'■''''』�井■■1川■⊥�'■'1■■■�^1'11�■■■■�L'��ヒ水素■■��^｣�'■■�'■

ジュラ系下部統�ウスチ=ビリュｰイ�4�2,030-2,021�93.8�2.9�ユ､00�O.60�一�1,5�■�O.2�一

��4�1,995-1,894�89.5�1.9�O.30�O.10�O.02�8.2�一�'�一

��4�1,866-1,858�96.5�1.5�O.30�O.20�O.10�1.2�一�一�'

�ソポニハヤｰ�1�1,705-1,672�97.2�O.6�O.12�O.03�O.10�1.8�O.15�'�■

�ネドジェリ�2�1,584-1,578�87.9�O.1��(十高級)��8.6�3.4�一�一

�中ビリュｰイ(スレドネ�����������

�=ビリュｰイスク)�3�1,437-1,433�'96.5�0.6�0.06�0.06��1.55�一�O.2�1.1

三畳系中部統�バグラン�2�2,955-3,000�94.0�2.1�O.30�0.20�O.10�3.1�O.2�一�■

三畳系下部統�ネドジェリ�3�2,996'2,970�99.些�5.6�2.20�0.50�O.10�2.4�0.8�】�一

��4�2,970-3,010�92.O�4.O�2.OO�0.45�O.06�ユ.2�O.1�O.3�一

�中ビリュｰイ(スレドネ�����������

�ニヒリュｰイスク)�1�2,950�99.6�4.9�1.50�O.90�O.1O�3.1�一�'�'

■�■�����������

第3表

スレドネ=ビリュｰイスク(中ビリュｰイ)天然ガス岡の層序(D.P.シｰドロフの資料による)

白亜系

ジュラ系

三畳系

ペルム系

上部統

下部統

上部統1

中部統i

下部統

上部=中部統

下部統

正統･累層1

毒イアス統上1

ライアス統中

部および下部

モ/1累層1

ウスチ=ケル

テリ累層

嬉積相

しばしばシルト岩･炭質粘土間層を伴い木質化石を産する砂

砂と砂岩カミ卓越した陸源岩の互層肩炭間層を爽在

砂岩が卓越した陸源･爽炭層

泥岩･シルト砦間層を伴った砂岩

しばしば炭質薄層を産する諸所に黄鉄鉱団塊

シルトを多く

或は少量含んだ泥岩産ガス層

砂岩･シルト岩･泥岩互層上部層準に産ガス層

成層シルト砦･礫岩･細粒礫岩間層を伴った砂岩諸所に黄鉄鉱団塊

砂岩･シルト岩の多くの間層を爽有する泥岩産ガス層T1-IとT2-II

!鵜ト岩泥岩の多くの間層を雄する沸産カス層H基底に州泥岩の1

シルト塔･泥岩と砂岩の互層砂岩中に多量の雲母団塊と椎物化石床

層厚(m)

�　

��㈰　

�　

㈰　

��　

�　

�　

���　

�　

��

イカｰン(または東ハラマカｰン)下チェチュｰマの

7体に対して地震探査と試錐探査が行なわれている.

その中で規模カミもっとも大きいのはエクセニャｰフ短軸

背斜でクロｰジャｰは22x11k皿高さは300mを越

える.

上記天然ガス田帯の可採天然ガス層は三畳系とジュ

ラ系の陸源層に胚胎され柱状断面では産ガス砂岩層が

15層まで識別できる.可採産油層の総層厚は1,500m

を越えるがまだ十分には明らかになっていない.当

該天然ガス鉱量の主体は三畳系下部統のウスチ=ケリテ

リ累層とモノミ累層中に集中している.中ビリュｰイ

天然ガス国では両累層から3-5×106m3/目以上の天

然ガスカミ噴出している.ウスチ=ビリュｰイソホ=

ノ･ヤｰネドジェリマスタｰフ中ビリュｰイの各天

然ガス田では天然ガス層がライアス統下部と中部の砂

岩にも胚胎されウスチ=ビリュｰイ天然ガス田カミその

最大のもので同天然ガス田ではライアス統下部･中部

砂岩層から最高5x106㎜5/日の天然ガスが噴き出してい

る.上記の地層のほか上記地域内で広域的に天然ガ

スが胚胎されると考えられる地層にバグラン天然ガス

地における三畳系中部統カミある.同地ではライアス

統中部累層三畳系上部統ペノレム系からも天然ガスの

噴出がみられる(第2表).

以上のようにヤクｰトでは現在6つの天然ガス岡が

発見されていてそのうちの3つはコンデンセｰトガス

田2つは純粋な天然ガス田1つは石油･天然ガス田�
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である.ウスチ=ビリュｰイコンデンセｰトガス田

は現在探査段階を完了しヤクｰツク市とホクロｰ

フスクの町へのガス管敷設も完成しつつある,中ビリ

ュｰイマスタｰフネドシェリの各ガス田は現在探査

･試掘中でありソホ=ノ･ヤｰバダラン両ガス田は暫

らく留保されることになっている.これらの各種天然

ガス田の中で最大の鉱量(Cr>180,000×106m3)を誇

っているのが中ビリュｰイ(スレドネ=･ビリュｰイスク)

コンデンセｰトガス田である.

中ビリュｰイ天然ガス田

これはビリュｰイ河(Vi1yui)の中流クイズイル=

スィｰノレ村に位置し東シベリア最大のものでありソ

連最大級の天然ガス田の!つである.本天然ガス田は

1963年同地におけるR-1〔各ガス岡や探査地区ごとにR-1

号……と付称されている.同じ名称でも地区が異なることに

注意〕考試錐によってジュラ系と三畳系の産ガス層が確

認されたことに亥台まる.

コンデンセｰトガス層が胚胎されている中ビリュｰイ

短軸背斜榴曲体はノ･プチャガｰイ大ドｰムの西縁部を

占めている.その探査試錐によって白亜系･ジュラ系

･三畳系･ペルム系が確認され同地最深の試錐R-7号

はペノレム系を620mまで掘進し同系下部統の上部階ま

で達したものと思われる(第3表).

地震探査および深部試錐の結果にもとづいて柱状断

面中の中生層の地質構造が調べられ主産ガス層丁｡一皿1

のノレｰフ層から当該中生層が東西方向性の大型短軸背

斜(ドｰム)構造形態であることカミ明らかになっている

(第3図).この構造の外形はまるく南翼は北翼部分

よりも幾らか急傾斜である.閉じた一2,450mの等深

線にもとづくクロｰジャｰは30×18kmその高さは300

mである.現在までの資料によると中生代の各種層

準則の構造面は本質的には一致し深くなるにつれて南

側にドｰムの頂点が少し移動するだけである.

中ビリュｰイ(スレドネ=ビリュｰイスク)地区で実

施された探査作業の結果として三畳系およびジュラ系

下部統中に数層の天然ガス層カミさらにペノレム系と三畳

系中に有望台ガス層が数層準発見されている.

最大の稼行価値をもっているのが大型コンデンセｰト

ガス層丁｡一皿で三畳系下部統ウスチ=ケリテリ累層上

部層中に賦存し深さ2,440皿から2,850mまで下したす

べての探査試錐から天然ガスの噴出をみている.貯溜

岩は中粒質砂岩のモノライトでシルト岩と泥岩の間層

を來在する.産ガス層の総層厚は73-83m有効層厚

は平均26.9m合ガス砂岩の開放孔隙率は5-23労の範

囲で変動し物理検層デユタから計算すると平均21%で

ある.

天然ガス層の分布は局地性ドｰム構造に規制されてい

る.調査結果によると天然ガス胚胎範囲は海抜一

2,441rn線内とすることができるがあるいはそれより

も深いかも知れない(探査点の標高は88m).出発ガス

層層圧は254.7kg/cm2層温は53.cT1一皿天然ガス

層まで掘り下がっている採ガス井は生産性が高いことを

特徴とする.最大のガス噴出量カミ得られたのはR』3号

試錐の場合でビｰンの径31.3m皿として産ガス量が

1,590×103m3/目自由噴出のガス量が6,850x103m3/目

に達している.

Tr皿産ガス層層準の上位10-15mに産ガス層丁1一]I

層準が分布する.このTr1I産ガス層は三畳系下部統

モノｰミ累層の下部層で貯溜岩はシノレト岩･泥岩間層に

よって多くの層に分れている砂岩である.この砂岩層

は走向方向での境界カミ不鮮明で泥岩層に漸移するが

それがとくに強く現われているのがドｰム頂部付近であ

る.そのため天然ガス飽和砂岩の有効層厚は背斜隆

起体の縁単斜部と北翼部分の!5-23.8mからドｰム頂

部付近の1.7m(R-3号試錐)に縮薄している.当該

砂岩の孔隙率は平均21%である.

産ガス層丁｡一n層準はドｰム状=層状型コンデンセ

ｰトガス層を胚胎し天然カスｰ水接触面は標高一2,42

6mに位置しガス柱は132mに達している.ガス層中

間位で算定した層圧は253.7kg/cm2に及ぶ.層温は

52.Cガス産出量は1ガス弁当り350-1,900×103m畠

/目の範囲にある.

モノミ累層の柱状断面上位に産ガス層TrI層準が

存在する.調査デｰタによるとこの層準と関係ある

コンデンセｰトガス層の諸元は産ガス層Tr■の場合と

同様である.おそらくこの2つの産ガス層は互いに

通じ合い単一の開発対象とみることもできよう.T1

-I産ガス層の場合も含天然ガス砂岩はドｰム頂部に

向って泥岩層に漸移する.TrI産ガス層はまたR-3

号井の掘進によって発見され深度2,308皿から2,316m

の部分から100xlo3m3/目の天然ガスが噴出している.

中ビリュｰイ(スレドネ=ビリュｰイスク)天然ガス

田の柱状断面にみられる第4の産油層層準はライアス

統中部階の地層中に位置する.この層位での最初の石

油･天然ガス胚胎示徴が得られたのはR-1号井とR-3号

井でいずれの場合も油漠と少量の天然ガスを伴った鉱

化水流か認められたのである.1966年末にドｰム沿

部西側に配置されたR-9号井から天然ガスが大噴出し

噴出量は800×103m3/目に達した.地球物理学的デｰ�
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1第4表スレドネ=ピリュｰイスク(中ビリュｰイ)天然ガス出の産ガス層の性質

産油層

T1一皿

丁1-I正

��

��

層位

ウスチ=ケリテリ累層

モノミ累層

同上

ライアス統中部

ガス層の性質とタイプ

コンデンセｰトガス層ドｰム型

同上

同上

ガス｣禽トム型

平均賦存深度

��

㈮�　

㈮�　

㈮�　

��　

天然ガス胚胎

面積

�洲�

���

���

���

ガス層層圧

��据��

㈵��

㈵㌮�

��㈹

層温

(｡C)

�

�

�

㌰

産ガス量

���㌯

目カス井)

��　

��　

�　

�　

タからすればR-3号井でも同じ層準に天然ガスが胚胎

される可能性が予測できる.当該天然ガスは'厚さ10

-15mの砂岩層に胚胎され同砂岩は有効層厚が平均し

て8.4m孔隙率が高く(24-26%)平均孔隙率が21%

である.ガス層自体は塊状を呈し下盤に大量の水カミ

分布する.R-9号井とR-3号井のデｰタによると産

ガス範囲は海抜一1,329m線内でガス層層圧は14破g/

cm2層温は33.Cである(第4表).

中ビリュｰイ(スレドネ=ビリュｰイスク)天然ガス

田の地質断面中には以上のほかにある程度有望な合ガ

ス層群も分布している.そのうちもっとも関心が高い

のはペノレム系上部統に属する砂岩層でそれはウスチ=

ケリテリ累層泥岩層下に直接分布しているものである.

地球物理学的な研究結果によるとこの有望台ガス層は

有効層厚カミ8mで試験採ガスの結果では3.3×10sm3/

目の産ガス量であった.そのほかウスチ=ケリテリ

累層下部層三畳系中部および上部統などにも有望た地

層が存在している.

以上のように中ビリュｰイ(スレドネ=ビリュｰイ

スク)天然ガス田は規模のきわめて大きい多層型のガス

コンデンセｰトガスそしておそらく石油の鉱床である.

1968年1月1日現在の天然ガス埋蔵量はカテゴリｰC､

に相当するのが186,000×106m3回じくC2が58,0

00×106m3であるカミ既知ガス層の場合も新しい有望層

の場合も含めて今後埋蔵量カミ激増することはまず間違

いないだろう.

マスタｰフ天然ガス田

これはネドジェリ湖(ニェジェリ湖)北酉45kmビ

リュｰイ河右岸にある.

本ガス田はノ･プチャガｰイ大ドｰムの一部を構成す

る大きな短軸背斜(1962-1964年の地震探査で形態が明

らかになったもの)に規制されている.同背斜は反

射層下一Pによると東西性軸方向を示しクロｰジャ

ｰは12×32長肌その高さは300mである(第3図).

マスタｰフ地区で深部試錐カミ行なわれたのは1967年か

らのことでR-!考試錐によって白亜系･ジュラ系･

三畳系上部統の存在が確認され同時に深度1,780-1,7

93mの部分(ジュラ系下部統)から径22mmのビｰン

で340×103m窩/目径31.6mのビｰンで49!×105m3/

目の天然ガスの噴出をみた.貯溜岩は砂岩でその孔

隙率は平均21%有効層厚は20mである.

このきわめて有望な地区の研究はまだ緒についたばか

りであるがジュラ系下部統と三畳系下部統中の有望産

ガス層準について予想されている天然ガス埋蔵量は

200,000-300,000×106m31968年1月1日現在のジュ

ラ系下部統合ガス層中の埋蔵量はC｡で59,000×106が

である.

ネドジェリ天然ガス田

このガス田はネドジェリ(ニエジェリ)測地区のビ

リュｰイ河右岸にある.1963年R-2号井の掘進によ

ってジュラ系下部統から天然ガスが噴出したものである.

深部試錐で第四系白亜系ジュラ系三畳系の存在

が確認された.油層の拡がりはノ･プチャガｰイ大ド

ｰムの一部を構成するネドジェリ短軸背斜(ドｰム)(第

3図)に規制されている.試錐および地震探査資料に

よるとこの短軸背斜は東西方向に少し長くクロｰジ

ャｰが20×15たmその高さが300mで南翼の傾斜は

6-7｡を示し北翼の場合(3-7｡)よりやや急である.

本天然ガス田では三畳系とジュラ系下部統中に産ガ

ス層が賦存する.三畳系産ガス層の構成については情

報に乏しくただ試錐と岩忠採取の際に一連の砂岩層か

ら天然ガスコンデンセｰトガス鉱水の湧出をみたに

すぎない.その多くの場合産ガス量は少量でこの

層準に天然ガスが胚胎されていることを展望できる根拠

として関心がもたれているにすぎたい.産ガス層であ

るとはっきり考えることができるのはR-4号井で深

さ2,970-3,010mから採取された天然ガス噴出量2,000

×103m3/目以上の砂岩層(平均孔隙率!8%前後)である.

R-4号井の柱状図によるとガス層と水の接触面は海抜

一2,860mに相当しガス柱は97m平均ガス層層圧は

300kg/cm2層温は63｡である.

ジュラ系下部統中には天然ガス層と天然カスｰ石油層

の計2層が発見されておりそのうちの天然ガス層(Jr�
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皿)はR-2号井で深度1,584-1,578mと1,574-1,568

mの蔀分から発見され両者を併せて径22.5m皿ビｰン

の天然ガス噴出量は476×103m3/目となっている.こ

の含ガス砂岩はライアス統中部階のものでライアス統

上部階の泥岩下盤に直接して分布する.同砂岩は孔隙

率20-24%ガス濠透率20-475md天然ガス層の規模

はきわめて小さく海抜一1,467.6mの等深線画内に限

定される.層圧は154.7kg/cm2層温は37Tである.

天然カスｰ石油層(J1-I)はR-4号井で石油を伴う

天然ガスと少量の水の激しい噴出をもたらしたものであ

る(深度1,623-1,634m噴出ガス量3,000×103m3/目).

大噴出が一段落して深度1,604-1,620mの間でもガス

カミ採取された.結果と.して径11mmビｰンでの産ガス

量は197×10雪m3/目となりビｰンの径を大きくする

につれて天然ガスと石油･水が一緒に湧出するように

たった.貯溜岩は砂岩で天然ガス含有境界線は海抜

一1,509.3mの線である.貯溜層の有効厚度は5.2m

ガス柱は32m層圧は161.3たg/cm2層温は37.8Tで

ある.･

以上のようにネドジェリ地区で多層型天然ガス田が

発見されているがまだ詳しくは調べられていない.

!968年1月1日現在の天然ガス埋蔵量はカテゴリｰC1で

3,600×106m3C2で7,000×106m竃である.

バグラン天然ガス田

このコンデンセｰトガス岡はビリュｰイ河下流(レ

ｰナ河との合流点に近い)の右岸にあり1964年にR-2

号井によって発見された(三畳系中部統中のコンデンセ

ｰトガス層).本ガス田はハプチャガｰイ大ドｰムの

東から2つ目の局地的ドｰム部分に当り(第3図)中ビ

リュｰイ=ドｰムに較べると頂部位置がいちじるしく低

く深度3,000mの探査試錐では三畳系中部統を貫通

できなかった.地震探査の結果によると本ガス田の

ドｰムはNE-SWに伸びた短軸背斜体でク白一ジャｰ

は17×15kmその高さは350㎜である.

R-2号井での産ガス層層準は深度2,985-2,955mに

位置し貯溜層は細粒質および中粒質の砂岩からなる.

その有効平均層厚は12.8m平均孔隙率は21%R二2号

井での同貯溜層の産ガス量は径8.2mmビｰンで47.5

×103m竃/目であった.深さ2,950mでのガス層層圧

は305.5kg/㎝12で天然ガスとともにコンデンセｰトが

分離するがその含有率はまだ定かで校い.ソ連科学

アカデミｰヤクｰト支部ガス分析研究室の資料による

とこのコンデンセｰトは無色の液体(比重0,761)で

そのほとんどがベンジン分溜体で構成され･初溜点は

32.Cそして50.Cでの分溜量が1%10ぴCで47.3%
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第4図ウステニヒリュｰイ天然ガス田産ガス層I皿一Aのルｰフに

もとづく構造図(Yu.D.ゴルジェｰニン原図)

1一等深線2一街上断層線

140.Cで96%に達する.1968年1月1日現在の天然ガ

ス埋蔵量はカテゴリｰC2で21,000×106m目となってい

る.

ウスチ=ビリュｰイ天然ガス田

このコンデンセｰトガス田はヤクｰツク市北方380

良mビリュｰイ河のレｰナ河合流点近くにあり本ガス

用に関係ある短軸背斜摺曲の存在は1941年の図幅調査で

初めて認められ1956年に掘進を始めたR-1号井でコン

デンセｰトガス層カミ把握されたものである.探査試錐

は1961年まで継続され本ガス田地区に三畳系･ジュラ

系･白亜系が潜在することカミ明らかになった.掘進深

度がもっとも大きいR-12号井の資料によると本ガス

岡で確認されている最深部の岩層は･三畳系下部統モノ

ミ累層上部層である.

ウスチ=ビリュｰイドｰム構造体は沿ベルホヤｰ

ンスキｰ凹地中のキトチヤｰン=ブロラｰフ前陸榴山帯

西部に属し深部試錐および地震探査によってこれが南

北方向に伸びた短軸背斜で東西2つのドｰム(東のド

ｰムは西のものより200㎜ほど高いレベルにある)から

なることが明らかにされている.短軸背斜全体の規模

は22×14k皿その高さは150m西側が衝上断層によ

って切り離され同衝上断層のずれは垂直に240m水

平に320mに達している(第4図).

コンデンセｰトガス層はライアス統下部階と中部階�
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策5表ウスチ=ビリュｰイ天然ガス岡の産ガス層の性質

産ガス���天然ガス月三船�有効天然ガス������

�産油層�天然ガス層の性質とタイプ���カスｰ水分界�ガス柱�出発ガス層圧�層温�絶対遊離産力�コンデンセｰ

層準���面積�層層厚�標高�(m)�(kg/c㎜2)�(｡C)�ス量(x103�

���(km2)�(m)�(m)�����ト含有量

���������m8/目)�(c㎜$/c㎜里)

I�b�ガス層･ド｣ム型･層状�25.9�10.2�一1,519.O�34.4�16214�44.0�30�一

�C�コンデンセｰトガス層･ドｰ��������

��ム型･層状�12.9�19.17�一1,800.O�27.2�ユ88.2�48.O�437�79

�D�同上�17.8�7.74�一1,822.O�36.3�191.8�48.5�487�79

������

�E�同上�27.O�4.39�一1,87015�65.O�197.06�52.7�297�79

�F�同｣1�22.9�6.9τ�一1,870.5�47.2�195.5�52.O�422�79

皿�A�同.i二�30,6�11.6�一1,976.O�43.O�193.5�58.4�1,273�

���������一5,175�85

に胚胎され三畳系からは天然ガスを溶存した鉱水が得

られる.一産ガス層は砂岩･シノレト岩･泥岩の層々迷入

体であり当該砂岩は石英と長石を主とする雑粒質のも

ので粘土や粘土･雲母ないし粘土･石英に膠結され

ている.シノレト岩と泥岩は不規則に分布し砂岩を多

数の単層･レンズ層に分けている.そして大きく3

つの産ガス層層準が区分できる.

天然ガス埋蔵量のもっとも多いのが下部産ガス層で

これが皿層と呼ばれているものである.この皿層はラ

イアス統下部階の下部に胚胎され深度1,940-2,320m

に分布し一連の砂岩層からなっている.その中で稼

行できるのは皿一A層だけで他は貯溜性が低い.皿一

A層の厚さはドｰム頂部の24mから翼部の12.5-16.5m

まで有効層厚は13mから6.4mまで平均孔隙率は

13.4%濠透率は43-237mdである.

皿一A層のコンデンセｰトガス層は層状一ドｰム状型

に属し胚胎範囲の境界等高線は海抜一1,976mである.

そのガス柱は43mガス層中面で計算した層圧は工99kg/

cm2層温は58.4.Cである(第5表).産出する天然

ガスはおもにメタンからなり比重は対空気比で0,585

である.この天然ガスと一緒に21.8cm3/㎜3の割合

でコンデンセｰトが分離する.R-2号丼における天然

ガス湧出量は自由放出状態で5,175x103ma/目に達し

開放孔隙率12-15%の砂岩からこれほど多量の噴出がみ

られるのは興味深いことである.おそらく同砂岩が

粒間貯溜性のほかに割れ目貯溜性も備えているためであ

ろう｡

第2の産ガス層層準は深さ1,850mから2,150mの間に

分布するライアス統下部階上部に位置している.その

うち可採産ガス層となっているのは4層の砂岩層である.

まずrF層と呼ばれる産ガス層は厚さが5㎜か

ら12mあって有効層厚は5-10m短軸背斜の西翼で

とくに貯激性がすぐれている.試料の数は少ないが

前記研究室で測定した]I-F層砂岩の開放孔隙率は1.8

-10.2%であった(鉱量計算に当っては物理検層のデｰ

タから13.8%とされている).この1トF層のパラメ

ｰタについてはまだ十分に検討されていないようである.

｢検討の要あり｣としながら一応発表されたという形

の数字を挙げるとガス胚胎範囲は海抜一1,870.5m等

高線内ガス柱は47m層圧は195kg/cm2となっている.

次のn-E層は厚さ4-6mそのうちガスで飽和され

た有効層厚は3.2-5.6m開放孔隙率は平均して16.6%

に等しい.そのガス胚胎範囲は海抜一1,870.5m等高

線内でガス柱65㎜層圧は197kg/cm2である.

さらに皿一D層は厚さ10-15m有効層厚5.5-9皿

孔隙率は前記研究室のデｰタで1.7-9.5%物理検層の

結果で15κガス胚胎範囲境界は海抜一1,832m等高

線ガス柱は36m層圧が192kg/cm2である.

最後に皿一C層であるがこれは厚さ8-16m有効層

厚7-11m砂岩の開放孔隙率19.3%(物理検層デｰタか

ら)ガス層範囲境界は海抜一1,800mガス柱が27m

層圧189kg/cm2である.

上記の第2産ガス層灘はすべて層状･ドｰム状型に

属しいずれも相互に通じ合っている可能性がある.

天然ガスの組成も同じようなものでいずれの場合も天

然ガスと一緒にコンデンセｰトが噴出した.この第2

産ガス層鮮からの天然ガス噴出量は先の第3産ガス層

(皿一A層)の場合より少なく自由噴出量で297×108皿3

/目から487×103㎜3/目の範囲を示す.

第1産ガス層層準と呼ばれているものはライアス統

中甜階の上部累層に相当し深さ1,550-1,650mに分布

している.試錐および物理検層の資料によると数層

の天然ガスに飽和された砂岩層が賦存しているが調べ

られているのはトB層と名付けられた1産ガス層だけ

である.このI-B層はウスチ=ビリュｰイ短軸背

斜の中央部と北部で厚さが25-28㎜南西翼部で14㎜を

示し南西翼部では砂岩が部分的にシルト岩に移り変っ

ている.卜B層のガス層は規模が小さくガス層賦

存範囲は海抜一1,518.6m線内でそのガス柱は34m

層圧は162kg/cm2である.�
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ウスチ=ビリュｰイ天然ガス田は1967年に開発にかか

り現在その天然ガスをヤクｰツク市内に供給している.

これで探査が終ったわけでは扱い.ソ連科学アカデミ

ｰの文献によれば本ガス岡における今後の探査課題は

1)ジュラ系下部統と一部の同系中部統に対する精密探査

2)三畳系とペルム系の構造調査

荏どにおかれている.

本ガス田の天然ガス埋蔵量についてソ連の国家鉱量委

員会(GKZ)が承認した数字は1968年1月1目窺在で

C｡が26,100×106m3C2が27,300×106m3に達して

いる.

ソホ=ハヤｰ天然ガス田

このガス田はビリュｰイ河とレｰナ河の合流部ソホ

=ノ･ヤｰ島にあって1960年R一ユ号井の掘進で発見さ

れた.本ガス岡の地質は同じ地質構造条件下にあるウ

スチ=ビリュｰイ天然ガス田の場合と特徴を同じくする.

すなわち試錐によって調べた結果では本ガス田の地

質は白亜系･ジュラ系･三畳系上部統からなり構造上

は沿ベノレホヤｰンスキｰ凹地のキトチヤｰン=ブロラｰ

フ前陸福曲帯前縁構造系中に位置した局地性小型隆起状

構造部に該当する.地震探査ならびに深部試錐の結果

によるとこの隆起状構造部はNE-SE軸方向の短軸

背斜であってクロｰジャｰは5×4kmその高さは100

mを有する.そして南西縁は断層で接している(第5

図)｡ソホ=ノ･ヤｰ地区での探査カミ造んで現在のとこ

ろライアス続の下部階と中部階中で天然ガス層が発見

されているが電気検層のデｰタからすると産ガス層

はウスチ=ビリュｰイ天然ガス田のものと確実に対比で

きるようである.しかしまだ調査が不十分でガス

胚胎範囲恋どは判ってい粗い.

もっとも大規模に天然ガスの噴出をみたのはライアス

統下部階下部の砂岩からでこの砂措層はウスチ:ビリ

ュｰイ天然ガス田の第3産ガス層層準のものに酷似する.

物理検層の結果からするとこの砂岩の平均孔隙率は20

%平均有効層厚は13mである.R-1号井で深度

��㈭��������������ね

1,648-1,655mの部分からの天然ガス噴出量が測定され

自由噴出量219-861xlOa皿3/目という値が得られてい

る.層圧は175-179k9/cm2でガス成分は主として

メタンである.これより上位のライアス統下部およ

び中部に相当する産ガス層からは少量の噴出(<25x103

m3/目)しかみられなかった.その場合多くは水と

一緒に上ってくる.このソホ=ハヤｰ天然ガス田の裸

一ザJ
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第5図ソホ=ノ･ヤｰ天然ガス田.マルイクチャン累層の炭層下盤面

にもとづく構造図(Yu.P.チホミｰ回フ原図)

1一湧水した試錐丼

2一噴ガスした試錐井3一等深度線

査は1962年に中止された.正確匁天然ガス埋蔵量の

決定と開発に必要柱諾研究は試掘の段階で行なうとされ

ている.それはウスチ=ビリュｰイｰヤクｰツク

ガスパイプラインが活動を始めてからとなっているの

で現在すでに行なわれているのかも知れない.ジュ

ラ系下部統以外に三畳系とペノレム系も探査上興味深々

たるものであるが三畳系上部統を除くと両系ともそ

の存在すらまだ未確認である.1968年1月1日現在で

国家鉱量委員会が承認した埋蔵量はC･29,000x106m3

と発表されている.

シベリア.それは広大で豊かな大地である.しか

しあまりに広すぎ住む人が少なすき冬が長くき

びしすぎる.私はまだ夏のシベリア･極東しか知らな

い･それでもタイガの中を歩き三角点に立って眺

めたときブラｰツク海上空8,000mをTu-104で飛ん

だときシベリア縦断鉄道の線路に立って北の方の地平

線に真すぐ消えてゆくレｰルをみつめときシベリアの

広大さと豊かさを感ずることはできた.8月14日朝6

時のブラｰツク郊外の大地は凍っていたしシャッタｰ

を押す手はかじかんでいた.エニゼｰイ河河岸一帯は

広大な湿原をかかえボｰトがなかったら入り込む余地

もない.地質調査鉱床探査そして開発.その困難

さは想像に余る.だがブラｰツク海のダム･サイト

延長5,009m･ヘッド108mの上に立ってシベリアの開

発が進みつつあることを将来も進んでゆくであろうこ

とを私は痛切に知らされたのである.(筆者は鉱床部)�


